
項番 項目 質問内容 回答

1 仕様書
第2章
2(2)⑪

モータサイレン撤
去

実施要領では「時報局および柱類の撤去」が記載されている一方、仕様書ではモータサイレ
ンの撤去のみが記載されています。撤去対象は、モータサイレン、時報局およびこれらに係
る柱類との認識でよろしいでしょうか。
また、撤去対象箇所ごとの設備構成および設置状況が分かる図面等をご提示いただけますで
しょうか。

ご認識のとおりです。撤去対象箇所ごとの設備構成及び設置状況は、参加者によ
る現場確認でお願いします。

2 別紙 共架設備の取扱い
撤去予定の鋼管柱またはコンクリート柱に、街路灯等の他設備が設置されている箇所（立石
区民センター、健民グラウンド等）が確認されました。当該設備は新設柱等へ移設して原状
復旧するとの認識でよろしいでしょうか。それとも、柱と併せて撤去するのでしょうか。

新設柱等へ移設して原状復旧でお願いします。

3 実施要領 8(4)②
バッテリー交換費
用

期待寿命が10年を超えるバッテリーを設置したとしても、運用期間10年間に最低1回は交換
する必要があるとの認識でよろしいでしょうか。
また、交換用バッテリ、撤去バッテリーの処分および交換作業に要する費用は、保守運用費
用に含めるとの認識でよろしいでしょうか。

両方ともご認識のとおりです。

4 仕様書
第1章
2(2)③④

屋外設備の設置構
造

屋外拡声子局の新設に当たり、仕様書に記載されている「耐風速34m/s」に対する安全性を
証明する強度計算書は、受託後、施工前に提出するとの認識でよろしいでしょうか。
また、屋上設置等、支持構造や設置条件が異なる場合は、設置形態ごとに強度計算書を作成
する必要がありますでしょうか。

強度計算書は設置形態ごとに作成し、施工前に提出してください。

5 実施要領 1(3)②
屋外拡声子局の設
置数

入札時の想定数量から、現地調査または施工条件の確認により設置数量の増減が生じた場合
は、契約変更の対象となりますでしょうか。

契約変更の対象となりません。

6

プロポー
ザル審査
評価基準
表

評価項目
評価項目の採点方
法

各選考委員が採点する100点満点の評価について、評価項目ごとの採点基準をご教示いただ
けますでしょうか。

審査評価基準表のとおりです。
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7

プロポー
ザル審査
評価基準
表

見積金額
見積金額の採点方
法

価格点（イニシャルコストおよびランニングコスト）の算定方法をご教示いただけますで
しょうか。

審査評価基準表のとおりです。

8 別紙 候補箇所の所在地

別紙「屋外拡声子局設置候補箇所」について、次の2点をご確認いただけますでしょうか。
① No.91「紫水苑」の所在地は「新住253」で相違ないでしょうか。
② No.92「下市温泉」はNo.6と同一の所在地が記載されていますが、別の設置候補箇所で
しょうか。別箇所の場合は、正しい所在地または緯度・経度をご教示ください。

①及び②について次の通り訂正しお詫びいたします。
①紫水苑の住所は、下市町大字新住1010番地となります。
②No.6の下市温泉とNo.92の下市温泉が重複しております。No.92を削除してくだ
さい。

9 仕様書
第1章
2(4)

電力引込工事
既設のモータサイレンおよび時報局の撤去に伴う電力契約の廃止申請は、貴町にて実施いた
だくとの認識でよろしいでしょうか。受託者側で必要な手続または提出書類がある場合は、
併せてご教示ください。

ご認識のとおりです。

10 実施要領 8(4)② 故障受付
実施要領に記載の「平日 9 時～17 時の故障受付（保守専用窓口を設けること）」の専用窓
口とは、下市町専用の電話番号・受付体制を設けるものを指しますでしょうか。それとも、
複数団体で共用する防災無線サポート窓口でも要件を満たしますでしょうか。

複数団体で共用する防災無線サポート窓口で要件を満たします。

11 仕様書
第2章
2(1)(B)④

連携する配信手段
仕様書に記載の「テレフォンサービス」について、既存設備には含まれておらず、本調達に
おいて新規導入する認識でよろしいでしょうか。

ご認識の通りです。

12 仕様書
第2章
1(2)③

システム概要
J-ALERT受信機と親局システムの連携にあたり、自動起動装置を導入する予定です。自動起
動装置はセキュリティクラウド経由で親局システムと通信させる想定ですが、それに伴う庁
内既設NW機器の設定変更は貴町で実施頂けますでしょうか。

庁内既設ネットワーク機器の設定変更は、本町が実施します。

13 その他 町役場内の既設設備の確認、配線ルート等の事前調査は可能でしょうか？ 可能です。

14 仕様書
第2章
2(3)

J-ALERT受信機
既設J-ALERT受信機用に接続されているUPSには、庁舎発電機回路が接続されていますでしょ
うか？（既設回路流用可否のご確認）

既設J-ALERT受信機用に接続されているUPSは、庁舎発電機回路に接続されていま
す。



15 仕様書
第2章
2(3)

J-ALERT受信機 J-ALERT受信機操作・設定用PCも今回更新ということになりますでしょうか？
J-ALERT受信機操作・設定用PCは既存のものを使用します。ただし、新型受信機と
の整合性の問題から操作・設定用PCの更新を否定するものではありません。

16 仕様書
第2章
2(3)

J-ALERT受信機
1F宿直室既設モータサイレン吹鳴操作装置には発電機回路（AC100V）が接続されていますで
しょうか？

宿直室既設モーターサイレン吹鳴操作装置は、UPS（AC100V）及び庁舎発電機回路
に接続されています。

17 その他
モータサイレン制御用アナログ専用線の解約手続きは、町様にて実施頂く形で宜しいでしょ
うか？

ご認識のとおりです。

18 仕様書
第2章
2(2)(A)⑩

各設備の要求水準

できるだけ多くの町民へ屋外拡声子局の音声を届けるために音達設計を行い、設置場所ごと
に最適なスピーカーとその台数を提案すること。とありますが、各社提案内容により子局数
が異なりイニシャルコストが異なりますが、仮に局数が多くなり導入費がアップしても、音
達内容重視で点数を評価いただけるということで宜しいでしょうか？

審査評価基準表に従いIP同報系の音達及びイニシャルコストの両方を評価しま
す。

19 実施要領
第2章
1(3)⑤

既存設備撤去 柱類の撤去に際し、柱の基礎コンクリートは撤去せず、残置でよろしいでしょうか？ ご認識のとおりです。


